
 

 

「公園ベンチ修繕業務」仕様書 
 

（担当：鷲尾、山口 ℡075-591-0013） 

１ 件名 

公園ベンチ修繕業務 

 

２ 目的及び概要 

本市が管理する川田欠ノ上公園において、コンクリート製ベンチが劣化しているため、修繕を行うものである。 

 

３ 期間 

令和８年３月３１日まで 

  

４ 場所 

京都市山科区川田欠ノ上 地内（川田欠ノ上公園） 

 

５ 範囲 

【別紙１】位置図及び【別紙２】を参照 

 

６ 内容  

・既設のコンクリート製ベンチ撤去 ２基  

・ベンチ基礎設置     2 基 

・ベンチ板設置        ２基  

  

※【別紙３】参照 

 

７ 支払条件 

業務完了後、範囲において業務が適切に履行されていることを確認のうえ、本件に係る経費を支払う。 

 

【特記事項】 

○ 本作業に必要な材料費、労務費、機械工具類の賃料・損料、処分費、消耗品費及び諸経費等の全ての費用

は、本業務に含む。 

○ 近隣住民等に十分配慮し、問題が生じないよう留意するとともに、安全の確保に十分留意すること。 

○ 公園利用者の安全を考慮して作業を行うこと。作業範囲をカラーコーンなどで囲うこと。 

○ 作業実施者の安全管理については、受注者の責任において行うこと。 

○ 作業時間は原則として平日の午前９時から午後５時の間とする。 

○ 作業中、事故をはじめ、問題が生じた場合は、速やかに監督職員に連絡すること。また、事故等により、第三

者や他の工作物に与えた損害については、受注者の責任において対応すること。 
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【別紙１】



座板ベンチ設置　２基
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【別紙２】



既存ベンチ①撤去
（基礎も含む）

既存ベンチ②撤去
（基礎も含む



既存ベンチ①詳細



既存ベンチ②詳細



仕様

○座板は桧１等とし，死節があってはならない。

○埋木も同様とする。

○座板は国内材とする。

○水溶性防腐剤加圧注入はペンタキュアECO30又は同等品以上とする。

鉄筋加工図

断面図

平面図

正面図
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ステンレスボルト M12 l＝300

鉄筋 SD295A D10

コンクリート

18-8-40BB

350

面取り　10×10

基礎砕石

再生クラッシャーラン

RC-40
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桧1等平角（1800×150×100）

油性防腐剤加圧注入
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重量数量本数長さ(m)記号

1.340.562.421.2R1

(kg/m)

0.670.561.220.6R2

0.670.561.240.3R3

0.450.560.820.4R4

（1基当り)鉄筋数量表
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埋木（ボンド接着）
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○ステンレスボルトの出は50mmとする。

（参考図）

【別紙３】


